
出題された論点 難易度

当期純仕入高 ◎

当期純売上高 ◎

商品の払出に関する記帳方法 ◎
ア 商品勘定・① ◎
イ 売上勘定・⑨ ◎
ウ 売上勘定・⑧ ◎
エ 売上原価勘定・⑨ ○
オ 売上原価勘定・損益 △

(5) カ 分記法の仕訳・借方科目 ◎

売上総利益 △
(1) ① 資本準備金 ◎
(2) ② 繰越利益剰余金 ◎

③ その他資本剰余金 ◎
④ その他利益剰余金 ○
⑤ 自己株式 ◎
⑥ 株主資本合計 ○
⑦ 自己株式の保有額 ◎
⑧ 剰余金の額 △
⑨ 分配可能額 ×

(5) ⑩ その他資本剰余金 ◎

① 直々差額の金額 ◎

② 為替差損 ◎

③ 直先差額の金額 ◎

④ 前受収益 ◎

⑤ 為替差益 ◎

⑥ 直先差額の配分額 ◎

⑦ 振当処理・Ｘ18年度の為替差損益 ◎

⑧ 振当処理・Ｘ19年度の為替差損益 ◎

⑨ 独立処理・Ｘ18年度の為替差損益 ○

⑩ 独立処理・Ｘ19年度の為替差損益 ○

① 数理計算上の差異の金額 ◎

② 有利差異 ◎

③ 退職一時金の支払金額 ○

④ 退職給付費用の金額 ◎

⑤ 退職給付引当金の金額 ○

⑥ 数理計算上の差異の費用処理金額（純額） ◎

⑦ 過去勤務費用の費用処理に係る仕訳 ◎

諸資産 ×

資本金 ○

資本剰余金 ×

諸収益 △

のれん償却額 △

非支配株主に帰属する当期純利益 △

剰余金の配当 △

非支配株主持分当期末残高 ×

当座預金（Ｘ銀行） ○

売掛金 △

有価証券 ◎

繰越商品 ×

積送品 ×

建物 △

機械 ◎

土地 △

投資有価証券 ○

子会社株式 ◎

子会社貸付金 ○

差入保証金 ○

繰延税金資産 ×

仕入高 ×

積送諸掛費 ×

減価償却費 ○

その他販管費 ×

雑損失 ○

子会社株式評価損 ◎

貸倒損失 ◎

その他特別損失 △

法人税等 ×

買掛金 ○

未払法人税等 ×

未払消費税等 ×

貸倒引当金（流動） ×

貸倒引当金（固定） △

繰延税金負債 ○

圧縮積立金 ◎

繰越利益剰余金 ○

その他有価証券評価差額金 ◎

売上高 △

有価証券運用益 ◎

有価証券利息 ◎

法人税等調整額 ×

難易度の「◎」は出来なければいけない部分

　　　　　　「○」は出来てほしい部分 　
　　　　　　「△」は出来なくても仕方がない部分

　　　　　　「×」は出来なくてもよい部分を示す
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